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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(１) 経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間の経営成績につきましては、連結経常利益は、実質与信関係費用の増加

や有価証券関係損益が減少した一方、資金利益や役務取引等利益の増加に加え経費を削減したことな

どから、前年同四半期とほぼ同水準の84億円となり、連結四半期純利益は、前年同四半期比１億円増

加し48億円となりました。 
 

(２) 財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末における財政状態につきましては、総資産は前連結会計年度末比1,286

億円増加し２兆6,243億円、純資産は前連結会計年度末比153億円増加し1,084億円となりました。 

     主要勘定につきましては、預金等（譲渡性預金を含む）は前連結会計年度末比608億円増加し２兆   

3,424億円となりました。また、貸出金は前連結会計年度末比342億円増加し１兆4,508億円、有価証券

は前連結会計年度末比860億円増加し9,409億円となりました。 
 

(３) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

     当第３四半期連結累計期間の経常利益及び四半期純利益は、平成26年11月14日に公表した平成27年

３月期通期の連結業績予想を上回っておりますが、今後の景気動向など経営環境を見極める必要があ

ることから、現時点において業績予想の変更はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(１) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

   該当事項はありません。 

    なお、北越ビジネス株式会社は、当第３四半期連結累計期間において清算結了したため、連結の

範囲から除外しております。 

 

(２) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

   該当事項はありません。 

 

(３) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

    「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下、「退職給付会計

基準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平

成24年５月17日。以下、「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職

給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付

債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定

式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法についても、退職給付の支払見込日までの平均期間に

基づく割引率から、退職給付の支払見込期間ごとに設定された複数の割引率を使用する方法へ変更し

ております。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、

当第３四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響

額を利益剰余金に加減しております。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が167百万円減少し、退職給付

に係る負債が496百万円減少し、利益剰余金が213百万円増加しております。また、当第３四半期連結

累計期間の経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ125百万円増加しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部

現金預け金 156,476 140,110

コールローン及び買入手形 － 2,893

商品有価証券 193 1,249

有価証券 854,885 940,924

貸出金 1,416,631 1,450,840

外国為替 10,719 5,239

リース債権及びリース投資資産 10,269 10,118

その他資産 14,252 41,832

有形固定資産 29,699 30,378

無形固定資産 693 633

退職給付に係る資産 1,059 1,115

繰延税金資産 2,888 405

支払承諾見返 7,729 7,413

貸倒引当金 △9,780 △8,765

資産の部合計 2,495,717 2,624,390

負債の部

預金 2,159,314 2,235,675

譲渡性預金 122,320 106,760

債券貸借取引受入担保金 6,712 71,121

借用金 59,620 52,061

外国為替 115 133

社債 10,000 10,000

その他負債 29,823 23,740

賞与引当金 801 208

役員賞与引当金 25 －

退職給付に係る負債 1,350 290

役員退職慰労引当金 13 11

睡眠預金払戻損失引当金 448 445

偶発損失引当金 468 421

利息返還損失引当金 40 37

繰延税金負債 194 4,096

再評価に係る繰延税金負債 3,613 3,473

支払承諾 7,729 7,413

負債の部合計 2,402,591 2,515,891

純資産の部

資本金 24,538 24,538

資本剰余金 16,965 16,965

利益剰余金 36,315 40,031

自己株式 △290 △302

株主資本合計 77,529 81,233

その他有価証券評価差額金 14,151 28,526

繰延ヘッジ損益 △629 △3,968

土地再評価差額金 2,588 2,397

退職給付に係る調整累計額 △2,888 △2,373

その他の包括利益累計額合計 13,222 24,582

新株予約権 81 119

少数株主持分 2,293 2,565

純資産の部合計 93,125 108,499

負債及び純資産の部合計 2,495,717 2,624,390
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

経常収益 37,370 41,950

資金運用収益 20,793 21,414

（うち貸出金利息） 15,175 14,629

（うち有価証券利息配当金） 5,564 6,694

役務取引等収益 4,947 5,175

その他業務収益 8,180 12,093

その他経常収益 3,449 3,267

経常費用 28,993 33,488

資金調達費用 1,288 1,666

（うち預金利息） 684 674

役務取引等費用 2,308 2,459

その他業務費用 6,338 10,501

営業経費 18,126 17,724

その他経常費用 931 1,135

経常利益 8,377 8,462

特別利益 1 16

固定資産処分益 1 16

特別損失 518 749

固定資産処分損 61 36

減損損失 457 712

税金等調整前四半期純利益 7,859 7,729

法人税、住民税及び事業税 1,490 2,574

法人税等調整額 1,573 117

法人税等合計 3,063 2,692

少数株主損益調整前四半期純利益 4,795 5,037

少数株主利益 175 235

四半期純利益 4,620 4,802
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 4,795 5,037

その他の包括利益 △1,390 11,588

その他有価証券評価差額金 △1,735 14,411

繰延ヘッジ損益 345 △3,338

退職給付に係る調整額 － 515

四半期包括利益 3,405 16,625

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,209 16,353

少数株主に係る四半期包括利益 195 272
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（重要な後発事象） 

   当行は、平成22年１月28日に発行した株式会社北越銀行第３回期限前償還条項付無担保社債（劣

後特約付）100億円を、平成27年１月28日に全額期限前償還いたしました。 

   なお、償還資金の調達方法は手元資金によるものであり、支払利息の減少見込額は年間319百万円

であります。 
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１．損益状況（単体）

（百万円）

当四半期 前年同四半期

(27年3月期 (26年3月期 

 第3四半期)  第3四半期)

22,802             91                   22,711             

21,911)(            357)(                 21,554)(            

19,711             247                  19,464             

1,799               68                   1,731               

1,291               △ 224             1,515               

△ 6,664)(          △ 4,016)(          △ 2,648)(          

7,556)(              3,751)(              3,805)(              

( △ ) 16,310             △ 160             16,470             

( △ ) 9,182               107                  9,075               

( △ ) 6,131               △ 472             6,603               

( △ ) 996                  204                  792                  

6,492               252                  6,240               

5,600               517                  5,083               6,400               

( △ ) ―                   ―                   ―                   

6,492               252                  6,240               7,100               

1,093               △ 298             1,391               

1,855               △ 364             2,219               

②うち不良債権処理額 (△ ) 902                  342                  560                  

③ 572                  379                  193                  

④ 194                  △ 287             481                  

7,585               △ 46               7,631               6,600               

△ 732             △ 215             △ 517             

6,853               △ 260             7,113               

( △ ) 2,389               △ 372             2,761               

4,463               111                  4,352               3,800               

(参考) 135)(                 249)(                 △ 114)(            

（注）
２．通期予想は平成26年11月14日公表のものです。
３．コア業務粗利益＝業務粗利益－国債等債券損益－金融派生商品損益
４．コア業務純益＝業務純益－国債等債券損益－金融派生商品損益＋一般貸倒引当金繰入額

１．記載金額、比率は単位未満を切り捨てて表示しております。

実質与信関係費用(①+②-③-④)

業 務 純益（一般貸倒繰入前）

税 引 前 四 半 期 純 利 益

四 半 期 純 利 益

経 常 利 益

特 別 損 益

コ ア 業 務 純 益

法 人 税 等

う ち 償 却 債 権 取 立 益

（ コ ア 業 務 粗 利 益 ）

物 件 費

税 金

業 務 純 益

( う ち 国 債 等 債 券 損 益 )

( う ち 金 融 派 生 商 品 損 益 )

経 費

人 件 費

①一般貸倒引当金繰入額

う ち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益

臨 時 損 益

平成27年3月期　第3四半期決算短信　説明資料

前年同四半期比

そ の 他 業 務 利 益

資 金 利 益

役 務 取 引 等 利 益

業 務 粗 利 益

27年3月期
通期予想

う ち 株 式 等 関 係 損 益

■ コア業務粗利益は、資金利益や役務取引等利益が増加したことなどから、前年同四半期比３億円増加の
219億円となりました。

■ コア業務純益は、粗利益の増加、経費の削減により、前年同四半期比５億円増加の56億円となりました。
■ 四半期純利益は、実質与信関係費用が増加したほか、有価証券関係損益が減少したものの、前年同四半期
比１億円増加の44億円となりました。
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２．自己資本比率（国内基準）

　　　　【単体】 （億円）

(1)　自己資本比率 9.60 %  

(2)　コア資本に係る基礎項目 952     

(3)　コア資本に係る調整項目 ―　　       

(4)　自己資本 （2）－（3） 952     

(5)　リスク・アセットの額 9,913     

(6)　単体総所要自己資本額 396     

　　　　【連結】 （億円）

(1)　連結自己資本比率 10.14 %  

(2)　コア資本に係る基礎項目 1,014     

(3)　コア資本に係る調整項目 ―　　       

(4)　自己資本 （2）－（3） 1,014     

(5)　リスク・アセットの額 9,997     

(6)　連結総所要自己資本額 399     

（注）１．リスク・アセットの算出において、信用リスクについては「標準的手法」、オペレーショナル・リス
　　　　　クについては「基礎的手法」をそれぞれ採用しております。　　　　
　　　２．総所要自己資本額は、リスク・アセットの額に４％を乗じた額であります。

３．不良債権の状況

　　　　【単体】 （億円） （参考）      （億円）

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 54     

危険債権 280     

要管理債権 21     

小　計 (A) 356     

正常債権 14,229     

合　計 (B) 14,586     

不良債権比率          (A)／(B) 2.44 %  

　　　　【連結】 （億円） （参考）      （億円）

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 55     

危険債権 280     

要管理債権 25     

小　計 (A) 361     

正常債権 14,174     

合　計 (B) 14,535     

不良債権比率          (A)／(B) 2.48 %  

 (注)　当行は部分直接償却を実施しております。

273     260     

15     58     

△ 27     

△ 43     

13     

平成25年12月末

△ 0.30 %  

2     

25年12月末比

344     371     

14,305     

14,631     13,933     

671     

698     

55     53     

2.29 %  2.59 %  

平成26年12月末

18     61     

274     260     

△ 43     

14     

14,573     13,886     

348     375     

687     

△ 27     

2.33 %  

14,922     14,262     

2.63 %  △ 0.30 %  

660     

平成26年9月末

平成26年9月末

平成26年12月末

[速報値]

平成26年12月末

[速報値]

52     55     

平成26年12月末

14,976     

982     

10.45 %  

（参考）      （億円）

982     

―　　             

3     

379     

25年12月末比
平成25年12月末

（参考）      （億円）

9,488     

1,043     

10.99 %  

―　　             

1,043     

平成26年9月末

平成26年9月末

375     

9,396     

■ 金融再生法開示債権額は、単体は前年同四半期末比27億円減少し344億円、連結は前年同四半期末比
27億円減少し348億円となりました。

■ 不良債権比率についても、単体は前年同四半期末比0.30％低下し2.29％、連結は前年同四半期末比
0.30％低下し2.33％となり、引き続き低水準で推移しております。

■ バーゼルⅢが導入されたことにより、26年３月末から新基準により算出しております。

■ 26年12月末の自己資本比率（速報値）は、内部留保を着実に積み上げたものの、劣後ローンを返済

したことにより、単体9.60％、連結10.14％となりました。
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４．時価のある有価証券の評価損益

　【単体】

（億円） （参考） （億円）

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損

その他有価証券 9,382 421 426 4 7,332 207 220 12 8,947 280 288 7 

株　 　 式 281 104 107 3 237 59 63 4 256 78 84 5 

債　  　券 6,963 191 192 0 6,089 80 87 6 6,772 116 117 1 

そ  の  他 2,136 126 126 0 1,005 67 69 2 1,918 85 86 0 

(注) 　満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。子会社・関連会社株式は該当がないため記載しておりません。

              
              

（億円） （参考） （億円）

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損

―        ―        ―    ―    1,349    0          3      2      ―        ―        ―    ―    

　【連結】

（億円） （参考） （億円）

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損

その他有価証券 9,392 429 434 4 7,340 214 227 12 8,956 287 295 7 

株　 　 式 291 112 115 3 245 65 69 4 265 85 91 5 

債　  　券 6,963 191 192 0 6,089 80 87 6 6,772 116 117 1 

そ  の  他 2,136 126 126 0 1,005 67 69 2 1,918 85 86 0 

(注) 　満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。
             
             

（億円） （参考） （億円）

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損

―        ―        ―    ―    1,349    0          3      2      ―        ―        ―    ―    

評価差額

帳簿価額 含み損益

含み損益

評価差額

平成26年9月末

平成26年9月末

平成26年9月末

時価 評価差額

平成26年9月末平成25年12月末

平成25年12月末

平成25年12月末

帳簿価額 含み損益

時価 時価

満期保有目的の債券

時価 評価差額

帳簿価額 含み損益 帳簿価額 含み損益

平成26年12月末 平成25年12月末

帳簿価額

満期保有目的の債券

平成26年12月末

時価 評価差額

平成26年12月末

時価 評価差額

平成26年12月末

帳簿価額 含み損益

■ 時価のあるその他有価証券の評価差額は、債券相場の上昇などから前年同四半期末比増加し、単体421億円、
連結429億円の評価益となりました。
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５．貸出金、預金等の残高（単体）

(1)貸出金

（億円） （参考）   　   （億円）

25年12月末比

14,594     630     13,964     14,229     

う ち 個 人 ロ ー ン 3,661     166     3,495     3,619     

11,299     222     11,077     11,113     

(2)預金等

（億円） （参考）   　   （億円）

25年12月末比

23,486     1,101     22,385     22,942     

う ち 個 人 16,024     404     15,620     15,615     

22,779     1,131     21,648     22,258     

（注）　預金等＝預金＋譲渡性預金

(3)個人預り資産

（億円） （参考）   　   （億円）

25年12月末比

19,091     523     18,568     18,667     

預 金 等 16,024     404     15,620     15,615     

国 債 等 251     △ 114     365     277     

投 資 信 託 781     144     637     741     

保 険 2,034     90     1,944     2,034     

（注）　預金等＝預金＋譲渡性預金

以　　上

う ち 新 潟 県 内

個 人 預 り 資 産 残 高

貸 出 金 （ 末 残 ）

預 金 等 （ 末 残 ）

う ち 新 潟 県 内

平成26年12月末

平成26年12月末

平成26年9月末

平成26年9月末

平成26年9月末

平成26年12月末 平成25年12月末

平成25年12月末

平成25年12月末

■ 貸出金の残高は、法人向けが増加したことに加え、個人ローン及び国・地方公共団体向けも堅調に
推移したことから、前年同四半期末比630億円増加の１兆4,594億円となりました。

■ 預金等の残高は、個人・法人・地方公共団体がともに堅調に推移したことから、前年同四半期末比
1,101億円増加の２兆3,486億円となりました。

■ 個人預り資産の残高は、預金等の増加を主因に、前年同四半期末比523億円増加の１兆9,091億円と

なりました。
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